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㸰,㸯㸮�

▱識の྾ࠊ造ࠊ移㌿の国際展開 

 

 
 村ୖ⏤紀子（᪩✄田大学）ۑ

 

 

 
1. はじめに 

科学技術の㐍Ṍはࠊ྾された既存の▱識ࡸ技術をඖに新たな▱識ࡸ技術が造されࡑࠊれらがᬑ及

していくことによって成し㐙ࡆられる。既存の▱識ࡸ技術の྾はࠊ論文ࡸ≉チのᘬ用という行Ⅽによ

って示されࠊまたࠊ新たな▱識ࡸ技術が造されるࠊ新しい論文がฟ版され≉チが与えられる。さら

にࡑࠊれらの論文ࡸ≉チがᘬ用されるࠊ新しい▱識ࡸ技術はᬑ及していく。このような୍連のプロࢭ

スは国ቃを㉺えて展開されておりࠊ近年はࡑの傾向がᙉまっていることがὀ┠されている。ฟ版された

論文➼を読ࡴことでࠊᘬ用はᐜ᫆に行えるためࠊ論文➼のᘬ用・⿕ᘬ用の関係が国際的に展開されるこ

とは⌋しくはない。ࡑれに対して新たな▱識ࡸ技術をඹྠで⏕産するというプロࢭスはࠊᙧᘧ▱のみな

らず暗㯲▱の移㌿ࡸシ࢙アも必要とするためにࠊ国際的なチームでࡑれを行うのはたࡸすいことではな

い。ࡑれにもかかわらずࠊ国ቃを㉺えるඹྠ研究は近年活発化しておりࠊOECD(2009)によるとࠊඹ著

者の所ᒓが国際化している論文は2007ࠊ 年には体の 21.9㸣を༨め1985ࠊ 年の 3 ಸに増加した。さら

にࠊ国際的なඹ著論文はよりከくᘬ用される傾向のあることを見ฟした研究はከ数ありࠊ国際ඹྠ研究

により質の㧗い研究成果が⏕まれていると考えられる(Katz and Hicks 1997; Glänzel 2001)。 

いて分析ࡘ国際ඹྠ研究が国ቃを㉺えてどのように展開されているかにࠊ本研究では第୍にࠊこでࡑ

する。≉にࠊ国際ඹྠ研究のパートࢼーの㑅ᢥにおいてࠊᆅ⌮的㊥離と♫会的㊥離の㔜要性にࡘいて考

ᐹする点に本研究の≉ᚩがある。第にࠊ「ᘬ用  論文ඹ著  ⿕ᘬ用」の୍連のプロࢭスがどのよ

うに国際的なᗈがりの୰で行われているかにࡘいても分析する。このような分析によりࠊ▱識が国ᐙ㛫

でどのように移㌿されᬑ及していくのかを系ิ的に見ฟすことができるであろう。第୕にࠊ国ᐙ㛫の

▱識移㌿においてࠊ研究者の国際移動が果たすᙺを見ฟすことも本研究のㄢ題である。研究者はᾏእ

に␃学したりࠊポスドクࡸゼ問研究ဨとして୍的にᾏእで研究を行ったりするሙ合がある。ࡑのよう

な研究者がᖐ国することによって࣍ࠊスト国から㏦りฟし国に▱識が移㌿されるྍ⬟性がある(Jonkers 
and Tijssen 2008)。本研究ではࡑのようなྍ⬟性をᘬ用関係の分析によって᳨ドする。 

 
2. ࣔデルとデータ 

 本研究のࣔデルは経済学の⏕産関数ࡸ投入・産ฟ分析に㢮ఝしている。経済学によるとࠊ業はイン

プット（ປാࠊ資本ࠊ୰㛫㈈など）をってࠊᕷሙに౪⤥するアウトプット（㈈・サービス）を⏕産す

る（ᅗ㸯）。⏕産された㈈・サービスは国ෆᕷሙばかりではなくࠊᾏእも㍺ฟされていく。  
 
 
        インプット              アウトプット             
 国ෆᕷሙ     ປാ               ㈈・サービス     国ෆᕷሙ 
 ᾏእᕷሙ     資本                                                    ᾏእᕷሙ 
          ୰㛫㈈ etc. 
 
                  ᅗ㸯 業の⏕産 
 
 ྠᵝにࠊ研究機関はປാ（研究者）と資本（研究タഛ）と୰㛫㈈に┦ᙜする既存の▱識➼を投入して

新しい▱識を⏕みฟしࠊ論文ࡸ≉チを産ฟする（ᅗ 2）。既存の▱識は国ෆばかりではなくᾏእからもྲྀ

り㎸まれࠊ産ฟされた新しい▱識は国ෆおよびᾏእにᬑ及していく。既存の▱識を投入することが論文

チがの▱識⏕産に投入されることが⿕ᘬ用に┦ᙜする。本≉ࡸ新しく産ฟされた論文ࠊチのᘬ用≉ࡸ

研究ではこのようなプロࢭスの国際的展開に╔┠しࠊどの国で⏕みฟされた▱識が྾されࠊどの国の

研究者により▱識がඹྠ⏕産されࠊさらにࠊ⏕産された新しい▱識がどの国に移㌿されていくのかにࡘ

業 

㍺入 
㍺ฟ 
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いて分析する。 
 
 
        インプット              アウトプット             
 国ෆ機関   既存の▱識              論文・≉チ       国ෆ機関 

ᾏእ機関                                                           ᾏእ機関 
       (ປാ,資本 etc.) 
  
              
                ᅗ 2 ▱識の造と移㌿ 
 
本研究で用いるデータはࠊ日本人でノーベル㈹をཷ㈹した X Ặの論文である。X Ặは日本の大学を༞

業したがࠊア࣓ࣜカで༤ኈ号をྲྀᚓしたのࠊࡕスイスࡸア࣓ࣜカの大学ࡸ研究機関で研究を続けてきた

研究者である。X Ặを題材に㑅ࢇだのはࠊノーベル㈹ཷ㈹者であるためࠊᙼの論文はインパクトが大き

く世界的にᘬ用されていく性質をもっているからである。またࠊX Ặは研究⏕活のとࢇどをア࣓ࣜカ

で㏦ったためࠊ国際ඹྠ研究を行いࡸすい⎔ቃに置かれているからでもある。Thomson 5euters の :eb of 

Science の自↛科学系データベース（�SCI-E;P$NDED�によるとࠊX Ặは 2008 年までの㛫に 308 本の論

文を発表している。ただしࠊここでいう論文には,⊃⩏の論文�article�のにࠊノートࠊレビࣗーࠊレ

ターࠊプロシーデングスもྵまれている。本研究ではこれらのᗈ⩏の論文にࡘいてࠊᘬ用論文の著者

のアドレス（国ྡを指すࠊ以ୗྠᵝ）ࠊඹ著者のアドレスࠊ⿕ᘬ用論文の著者のアドレスを調べること

によりୖࠊグのㄢ題にྲྀり⤌ࡴ。 

 

3. 国際ඹ著 
 ጞめにࠊ第୍のㄢ題にྲྀり⤌ࡴためにࠊඹ著者のアドレスの変化を系ิ的に分析しよう。国ቃを㝸

てたパートࢼーとのඹྠ研究が行われにくいことがඛ行研究により明らかにされている（Hoekman et 
al. 2010; Paier and Scherngell 2011）。しかしࠊᆅ⌮的㊥離は♫会的近᥋によってᇙめ合わされるとい

うㄝもある(OECD 2008)。すなわྠࠊࡕじ言ㄒࡸ文化ࠊ過去の経験をඹ᭷している人たࡕの㛫では♫会

的・関係的㊥離が近い。ᙼらは信㢗関係をᙧ成しࡸすくࠊまたࢥࠊミࣗࢽテの࣓ンバーがシ࢙アする

ඹ通性がࠊ暗㯲▱の識別・ඹྠ⏕産・シ࢙アをಁ㐍する(Gertler 2003)。ࡑこでࠊᆅ⌮的㊥離と♫会的

㊥離という観点から X Ặのඹ著者を分析しよう。 
 ᅗ 3 には 1966 年から 2008 年までのྛ年にࡘいてࠊ主要な国別に X Ặのඹ著者の人数が示されてい

る。ᅗ୰の「日本日本人」とはࠊ日本にアドレスを置く日本人ඹ著者を表しࠊ「ᾏእ日本人」とはᾏእ

にアドレスを置く日本人ඹ著者を指している。ただしࠊᾏእ日本人のሙ合のとࢇどはࠊX Ặとྠじ研

究機関で研究を行っていた。X Ặ自㌟のアドレスは 1970 年まではア࣓ࣜカ1973ࠊ 年から 1982 年まで

はスイス1983ࠊ 年からはびア࣓ࣜカになっている 1)。まず1966ࠊ 年から 70 年までの最ึのア࣓ࣜ

カ代のඹ著者はࠊア࣓ࣜカのྠじ大学にアドレスを置く日本人研究者であった。すなわࠊࡕᆅ⌮的㊥

離と♫会的㊥離がともに近い研究者とඹྠ研究を行っていた。1973 年から 1982 年までのスイス代に

はࠊスイスの研究者がඹྠ研究者の୰心であった。しかしࠊア࣓ࣜカに移るとスイスの研究者とのඹྠ

研究はῶりࠊ代わりにア࣓ࣜカの研究者とのඹྠ研究がᛴ激に増加する。したがってࠊ主にᆅ⌮的㊥離

の近い研究者とඹྠ研究が行われていることがわかる。またࠊὀ┠すべきは日本人研究者のプレゼンス

である。ドイࠊࢶイࣜࢠスࠊフランスといった科学のඛ㐍国以ୖにࠊX Ặの日本人ඹ著者の数はከい。

ᾏእ日本人とのඹ著は 1960 年代から続いておりࠊさらに1980ࠊ 年代༙ばからは日本にఫࡴ日本人との

ඹ著がのඛ㐍国の研究者とのඹ著よりもከくなっている。したがってࠊ日本人ྠኈという♫会的㊥離

が日⡿㛫のᆅ⌮的㊥離を⿵って国際ඹྠ研究を活発化さࡏていると考えられる。 
 
4. 国際的なᘬ用・⿕ᘬ用関係 

 ḟにࠊX Ặの⊃⩏の論文の୰で୍␒ᘬ用されたものྲྀりୖࡆて「ᘬ用  論文ඹ著  ⿕ᘬ用」の୍

連のプロࢭスがどのように国際的なᗈがりの୰で行われているかにࡘいて分析しよう。2011 年の点

で୍␒ᘬ用されていた論文はࠊア࣓ࣜカにアドレスを置く研究者 6 人によって 1992 年にฟ版された論

文 Y であった。すなわࠊࡕア࣓ࣜカの国ෆඹྠ研究の成果である。この論文は 50 のᘬ用文献をྵࢇで 
 

研究機関

ᘬ用 

⿕ᘬ用 
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ᅗ 3 ; Ặのඹྠ研究者のアドレス（国）の推移�1966 年-2008 年� 

 
ὀ）少数ながら࢜ࠊランダࠊス࢚ーデンࠊス࣌インࠊイタࣜアࠊアイルランドࠊインドࠊ㡑国࢜ࠊース

トラࣜアのアドレスもある。 
 
いるがࡑࠊれらのᘬ用文献のฟ版年別にࠊ著者のアドレスを国別にまとめると表㸯のようになる。ただ

しࠊえばカࢼダとア࣓ࣜカの研究者のチームでฟ版されたものにࡘいてはࠊカࢼダとア࣓ࣜカの୧方

に 1 本ずࡘをカウントしているが50ࠊ のᘬ用文献のうࡕ国際的なチームでᇳ➹されていた論文は 4 本

だけであった。表㸯に示されるようにࠊᘬ用されている論文の著者のアドレスはア࣓ࣜカࠊカࢼダࠊイ

㠀ᖖに㝈られたᆅ域で⏕みฟされた▱識が྾さࠊࡕに㝈られている。すなわࢶドイࠊスイスࠊスࣜࢠ

れてࠊ論文 Y に表される▱識の造に用されたことになる。ᘬ用されている論文のከくは1980ࠊ 年

代の༙ば以降にฟ版されたア࣓ࣜカの研究者の成果である。ฟ版๓の 5 年⛬の㛫にᙜヱ領域の研究がア

࣓ࣜカを୰心に展開されていたことがわかる。またࠊ論文 Y にとってඛ駆的なベースとなる▱識はࠊY
のฟ版より 15 年以ୖ๓にア࣓ࣜカで⏕みฟされていた。๓⠇の国際ඹ著においては日本のプレゼンス

が┠立っていたがࠊᘬ用においてはࠊ日本はྵまれていない。ᘬ用のሙ合はᆅ⌮的近᥋ࡸ♫会的近᥋は

ඹྠ研究のሙ合ど㔜要ではない。ࡴしろ科学的▱識の౯್がᘬ用をỴめると考えられる。 

 

表㸯 ᘬ用文献の著者のアドレス（国） 

19㻣㻢 19㻣㻣 1980 1981 198㻟 198㻠 198㻢 198㻣 1988 1989 1990 1991 1992

䜰䝯䝸䜹 1 1 2 2 1 1 8 㻠 㻟 1㻟 1

䜹䝘䝎 1 1 1 1 1 

䜲䜼䝸䝇 1 1 2 

䝇䜲䝇 1 1 1 1 

䝗䜲䝒 1
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 ୍方ࠊY 論文は 2011 年の 11 月の点で 1494 ᅇᘬ用されていた。ᘬ用している著者のアドレスを国

別（ྎ‴をྵࡴ）にまとめると表㸰のようになる。ᘬ用のሙ合のアドレスはわずか 5 カ国であったがࠊ

⿕ᘬ用のሙ合は 42 カ国に及ࢇでいる。これらの国をࠊ⿕ᘬ用論文数をᇶ‽に３ࡘに分㢮することがで

きよう。まずࠊ⿕ᘬ用論文数がከい $グループはࠊア࣓ࣜカࠊイࣜࢠスࠊ日本ࠊフランスࠊドイࠊࢶカ

スイスのࠊダࢼ 7カ国である。これらの国はࠊ<論文がฟ版された 1992 年からࡰẖ年ࠊ⿕ᘬ用論文を

⏕みだしࠊ⿕ᘬ用論文総数はどの国も 90 以ୖである。日本とフランスを㝖くとࠊ表㸯に掲ࡆられた国ࠎ

とも୍⮴しておりࠊᙜヱ領域の研究の୰心になっているグループと考えられる。୰でもࠊア࣓ࣜカの⿕

ᘬ用論文総数は 853 で最もከくࠊ␒┠にከいドイࢶの 118 を大きくᘬき離している。すなわࢥࠊࡕア

となる 7 カ国の୰でࠊア࣓ࣜカを୰心にして▱識の移㌿とฟが活発に展開されていたと考えられる。

またࠊ⿕ᘬ用論文総数が 14㹼62 の୰㛫となる % グループが࢜ーストラࣜア࢜ࠊランダࠊス࢚ーデンࠊ

イスラ࢚ルࠊイタࣜアの 5 か国である。$ グループと比べてྛ年の⿕ᘬ用総数が少なくࠊまたࠊ⿕ᘬ用

のスタート年が $ グループよりも㐜いという≉ᚩが見られる。したがってࠊこれらの国ࠎにおいてはࠊ

ᙜヱ分野の研究にᦠわっている研究者ࡸ研究⤌⧊の数が $グループよりも少なくࠊ情報㞟ࡸ▱識移㌿

に㐜れが⏕じていると考えられる。残りの 30 か国（Cグループ）ではࠊ<論文をᘬ用している論文の総

数が 10 ᮍ‶と少なくࡑࠊのう༙ࡕ数の国では 1本だけである。Cグループの国はࣚࠊ ーロッパࠊアジアࠊ

୰ᮾࠊ୰༡⡿ࠊアフࣜカのᗈい⠊ᅖにᗈがっておりࠊ< 論文の▱識はまさに世界的にᬑ及している。た

だしࠊC グループの国に▱識が移㌿され新しい▱識の造にࡘながるまでに㛫がかかることが表㸰よ

り読みྲྀれる。またࠊC グループの国ࠎでは1ࠊ 本論文が発表されてもࡑのあとに続いていかないこと

もわかる。ᙧᘧ▱はᆅ⌮的㊥離ࡸ♫会的㊥離にかかわらずࠊ国ቃを㉺えてᗈがるポテンシࣕルをᣢって

いるとしてもࠊこれらの国ࠎでは科学技術の発展が┦対的に㐜れておりࠊ研究機関ࡸ研究者数が少ない

ためにࠊ▱識を྾するຊࡸ྾した▱識を新たな▱の造にࡘなࡆるຊが弱いと考えられる。 

 以ୖをまとめるとࠊ;Ặはア࣓ࣜカを୰心とした科学のඛ㐍国から▱識を྾しࠊまたࡑࠊれらの国ࠎ

の研究者とඹྠ研究を行ってきた。すなわࠊࡕ; Ặの科学的▱識の造に㈉献しているのはࠊඛ㐍国に

㝈定される傾向がある。国際ඹྠ研究のパートࢼーはࠊඛ端的な科学技術に⢭通していることが᮲௳で

ありࡑࠊのୖでࠊᆅ⌮的近᥋と♫会的近᥋がඹྠ研究をಁ㐍する㔜要な要因である。୍方ࠊᙧᘧ▱の移

㌿が୰心であるᘬ用ࡸ⿕ᘬ用においてはࠊᆅ⌮的近᥋ࡸ♫会的近᥋の㔜要性は┦対的にపい。またࠊᘬ

用の対㇟は少数のඛ㐍国に㝈られるがࠊ⿕ᘬ用を見るとࠊ; Ặの⏕みฟした▱識は㛫的㐜れをకいな

がら世界୰にᬑ及していた。このようなᗈがりをᣢࡘ研究がࠊ質の㧗いインパクトの大きい研究である

といえよう。୰㐍国ࡸ㏵ୖ国ではࠊ⿕ᘬ用数が୍᱆にとどまっておりࠊ研究が活発であるとは言えない

がࡑࠊれらの国ࠎの研究者はラグをకいながらもᾏእの▱識を྾している。このような国ᐙ㛫の▱識

移㌿においてࠊ研究者の国際移動が果たすᙺにࡘいてはࠊ⣬ᖜの㒔合ୖ本✏で論じることはできない

がࠊ学会において報告するண定である。 
 
㸨本研究は2011年ᗘ科学研究費⿵ຓ㔠のຓ成をཷけた（研究代表者㸸村ୖ⏤紀子ࠊㄢ題␒号㸸21530236）。 
ὀ 
1� SCI-E;P$NDED によるとࠊX Ặが 1971 年と 72 年に発表した論文はない。 
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表㸰 ⿕ᘬ用文献の著者のアドレス（国） 

国    年 92 9㻟 9㻠 95 9㻢 9㻣 98 99 0 1 2 㻟 㻠 5 㻢 㻣 8 9 10国    年 92 9㻟 9㻠 95 9㻢 9㻣 98 99 0 1 2 㻟 㻠 5 㻢 㻣 8 9 10

䜰䝯䝸䜹 㻢 㻠㻢 㻠㻢 52 5㻣 㻢1 㻣0 㻢5 㻢㻢 52 㻠8 㻠㻢 㻠0 㻟1 㻟㻟 㻟9 㻟㻣 㻠㻟 15䜰䝯䝸䜹 㻢 㻠㻢 㻠㻢 52 5㻣 㻢1 㻣0 㻢5 㻢㻢 52 㻠8 㻠㻢 㻠0 㻟1 㻟㻟 㻟9 㻟㻣 㻠㻟 15

䜲䜼䝸䝇 2 㻣 2 1 㻢 㻠 5 2 9 㻣 㻠 5 㻠 㻟 5 8 㻠 8 㻢䜲䜼䝸䝇 2 㻣 2 1 㻢 㻠 5 2 9 㻣 㻠 5 㻠 㻟 5 8 㻠 8 㻢

日本 2 㻠 10 㻠 1㻟 9 8 5 㻢 㻠 9 5 5 5 2 㻠 㻢 1日本 2 㻠 10 㻠 1㻟 9 8 5 㻢 㻠 9 5 5 5 2 㻠 㻢 1

䜹䝘䝎 1 㻢 㻢 㻢 1㻟 8 11 㻣 9 㻠 8 㻠 㻢 㻢 1 5 1 㻟 㻟䜹䝘䝎 1 㻢 㻢 㻢 1㻟 8 11 㻣 9 㻠 8 㻠 㻢 㻢 1 5 1 㻟 㻟

䝇䜲䝇 1 㻟 9 5 1㻣 12 10 8 㻢 10 1 㻟 1 2 㻟 2 㻠 2䝇䜲䝇 1 㻟 9 5 1㻣 12 10 8 㻢 10 1 㻟 1 2 㻟 2 㻠 2

䝗䜲䝒 1 5 2 8 9 5 㻣 㻟 㻠 1㻣 㻠 5 2 㻢 1㻟 5 㻢 8 8䝗䜲䝒 1 5 2 8 9 5 㻣 㻟 㻠 1㻣 㻠 5 2 㻢 1㻟 5 㻢 8 8

䝣䝷䞁䝇 5 5 5 㻢 9 12 8 5 9 㻟 9 5 2 㻟 5 㻠 㻢 25 5 5 㻢 9 12 8 5 9 㻟 9 5 2 㻟 5 㻠 㻢 2

䜸䞊䝇䝖䝷䝸

䜰  
㻟 㻠 

 
2 㻢 㻟 5 㻟 2

 
㻢

 
㻠 㻟 㻢 㻟 㻢 㻢

䜸䝷䞁䝎 㻟 2 㻟 㻠 㻢 㻢 㻟 㻢 2 㻠 2 2 2 2 1㻟 2 㻟 㻠 㻢 㻢 㻟 㻢 2 㻠 2 2 2 2 1

䝇䜶䞊䝕䞁 㻟 2 2 5 5 㻟 1 㻠 1 1 2 㻟 1㻟 2 2 5 5 㻟 1 㻠 1 1 2 㻟 1

䜲䝇䝷䜶䝹 1 2 1 1 㻠 2 1 1 11 2 1 1 㻠 2 1 1 1

䜲䝍䝸䜰 1 1 㻠 㻟 㻟 2 1 㻟 1 11 1 㻠 㻟 㻟 2 1 㻟 1 1

䝇䝨䜲䞁 1 1 㻟 1 1 1 11 1 㻟 1 1 1 1

䝕䞁䝬䞊䜽 1 1 1䝕䞁䝬䞊䜽 1 1 1

䜸䞊䝇䝖䝸䜰 1 1 1 1 1 2 11 1 1 1 1 2 1

୰国 1 1 1 2 2 21 1 1 2 2 2

䜰䜲䝹䝷䞁䝗 1 1 1 1 1 1 1 1 

䝜䝹䜴䜵䞊 2 1  12 1  1

䝧䝹䜼䞊 1 1 1 㻟 1 1 11 1 1 㻟 1 1 1

䝻䝅䜰 1 1 2 11 1 2 1

䜴䜽䝷䜲䝘 1 1 

䝫䞊䝷䞁䝗 1 1 1 2 1 1 1 2 

䝤䝷䝆䝹 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1

༡䜰䝣䝸䜹 1 11 1

䜼䝸䝅䝱 1 1 1 1 

䜽䜶䞊䝖 11

䜰䝹䝊䞁䝏䞁 11

䝫䝹䝖䜺䝹 1 1 2 1 1 1 2 1 

㡑国 1 1 2 1 1 1 2 1 

䜻䝳䞊䝞 11

䝣䜱䞁䝷䞁䝗 22

䝯䜻䝅䝁 1 1 1 1 

䝴䞊䝂䝇䝷

䝡䜰          
1

         

䜽䝻䜰䝏䜰 11

䝝䞁䜺䝸䞊 1 11 1

䝅䞁䜺䝫䞊䝹 11

䝰䝻䝑䝁 1 1 

䜰䜲䝇䝷䞁䝗 1 1 

ྎ‴ 11

䝄䞁䝡䜰 11

䜲䝷䞁 11

䝃䜴䝆䜰䝷

䝡䜰                  
2

 

国の数 㻢 11 12 10 1㻣 15 15 19 1㻢 19 1㻟 1㻢 1㻟 11 18 1㻟 15 22 12国の数 㻢 11 12 10 1㻣 15 15 19 1㻢 19 1㻟 1㻢 1㻟 11 18 1㻟 15 22 12

ྜィ 1㻟 8㻠 89 8㻣 1㻟9 12㻢 1㻠0 120 12㻣 129 90 92 㻣㻟 㻢1 㻣㻣 81 㻣㻠 99 㻠㻣

 




